
 

原子力施設等におけるトピックス 

（令和 4 年 7 月 11 日～7 月 17 日） 

令和 4 年 7 月 20 日 

原 子 力 規 制 庁 

〇令和 4 年 7 月 11 日～7 月 17 日の間に発生した以下の法令報告事象に該当する事案は、下表のとおり。 

 原子炉等規制法第６２条の３又は放射性同位元素等規制法第３１条の２に基づく報告事案（発生に係る報告に限る） 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

〇主要な原子力事業者（＊）の原子力事業所内で令和 4 年 7 月 11 日～7 月 17 日の間に発生した以下に該当する事案は、下表のとおり。 

 保安規定に定める運転上の制限(LCO)から逸脱した事案 

 原子炉等規制法第６２条の３に基づく報告事項に該当しないが安全確保に関係する事案で、事業者がプレス公表したもの 

＊････原子力発電所を所有する電気事業者、日本原子力研究開発機構及び日本原燃㈱ 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

7 月 12 日 関西電力株式会社 高浜発電所 高浜発電所３号機における運転上の制限の逸脱について 
・LCO逸脱 13日9:50 

・LCO復帰 13日15:35 

7 月 16 日 東北電力株式会社 女川原子力発電所 
女川原子力発電所２号機 原子炉建屋付属棟（非管理区域）

への雨水の流入について 
 

＜参考＞ 海外の原子力施設におけるトピックス 

該当なし 

＜その他＞ 

該当なし 

 

（別紙 1）関西電力株式会社からの報告の概要 

（別紙 2）東北電力株式会社からの報告の概要 
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（別紙1）
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高浜発電所３号機の運転上の制限の逸脱について 

 
２０２２年７月１３日 
関西電力株式会社 

 
 高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力８７万キロワット、

定格熱出力２６６万キロワット）は、第２５回定期検査中、原子炉格納容

器内を点検していたところ、７月１２日、１４時１０分頃、原子炉水位計

に信号を送る伝送器※１のフランジ部※２に水のにじみ跡を確認しました。 

 確認時点において、当該フランジ部からの漏えいはなく、原子炉水位計

の健全性に問題はないものの、原因調査を行うため、当該伝送器の点検を

行うこととしました。 

当該伝送器の点検等に伴い、当該水位計を隔離したことで、水位計の機

能が停止したことから、本日、９時５０分に保安規定の運転上の制限※３を

満足していない状態にあると判断しました。 

 

なお、原子炉の水位については、他の水位計で確認できており、異常が

ないことを確認しています。 

 

本事象による環境への放射能の影響はありません。 
 
 
※１： 原子炉容器内の水位を監視するための検出器 
※２： 配管の結合部 
※３： 保安規定第８５条において、原子炉に燃料が装荷されている状態で重大事故等対処 

設備により原子炉水位を監視することが求められている 
 

以 上 
 
 

（関西電力株式会社HP掲載資料）
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添付資料―（１／３）
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添付資料―（２／３）
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添付資料―（３／３）
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高浜発電所３号機の運転上の制限の逸脱からの復帰について 

 
２０２２年７月１３日 
関西電力株式会社 

 
 高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力８７万キロワット、

定格熱出力２６６万キロワット）は、第２５回定期検査中、原子炉格納容

器内を点検していたところ、７月１２日、１４時１０分頃、原子炉水位計

に信号を送る伝送器※１のフランジ部※２に水のにじみ跡を確認しました。 

 確認時点において、当該フランジ部からの漏えいはなく、原子炉水位計

の健全性に問題はないものの、原因調査を行うため、当該伝送器の点検を

行うこととしました。 

当該伝送器の点検等に伴い、当該水位計を隔離したことで、水位計の機

能が停止したことから、本日、９時５０分に保安規定の運転上の制限※３を

満足していない状態にあると判断しました。 

なお、原子炉の水位については、他の水位計で確認できており、異常が

ないことを確認しています。 

本事象による環境への放射能の影響はありません。 
 
※１： 原子炉容器内の水位を監視するための検出器 
※２： 配管の結合部 
※３： 保安規定第８５条において、原子炉に燃料が装荷されている状態で重大事故等対処 

設備により原子炉水位を監視することが求められている 
 

（２０２２年７月１３日お知らせ済み） 

 

 その後、当該伝送器フランジ部のシート面の部品を取り替え、漏えい

試験等を行った結果、当該伝送器に異常がないことを確認したことか

ら、当該水位計の隔離を復旧しました。 

 

当該水位計の機能が復旧したことを確認したことから、本日１５時 

３５分に保安規定の運転上の制限を満足する状態に復帰しました。 

 

以 上 
 

（関西電力株式会社HP掲載資料）
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お 知 ら せ 

２０２２年７月１６日 

東北電力株式会社 

 

女川原子力発電所２号機 原子炉建屋付属棟（非管理区域）への 

雨水の流入について 

 

２０２２年７月１６日（土）８時２５分頃、女川原子力発電所２号機（定期事業者

検査中）の原子炉建屋付属棟（非管理区域）の地下２階原子炉再循環ポンプ電源室に

雨水が流入していることを確認し、その後、地下３階エレベーターホールにも雨水が

流入していることを確認しました。 

 

 雨水は安全対策工事で設置中の屋外ケーブル敷設用ピットからケーブル電路を通り、

地下２階原子炉再循環ポンプ電源室を経由し、地下３階エレベーターホールに流入

（約９０ｍ３と推定）したと特定しました。 

現在、外部からの雨水の流入は停止しており、雨水が流入したエリアの排水作業を

行っております。 

 

本事象は法令および安全協定に基づく通報連絡対象ではありませんが、関係箇所へ

情報提供を行っております。 

 

なお、本事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 また、本事象による安全上重要な機器への影響はありません。 

 

 今後、雨水の流入防止対策を徹底してまいります。 

 

以 上 

 

［別 紙］ 

・女川２号機 原子炉建屋付属棟(非管理区域)への雨水流入状況（イメージ図） 

（別紙2）

（東北電力株式会社HP掲載資料）
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